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学 の  

） ジェンダー研究
ジェンダー研究 は本研究所が ・発行している査 きの国際

学術雑誌で、特 、特 、 、 から構成される。
に される特 はその年に特に注目されたジェンダー関 の

ー について 第 1 のジェンダー学研究者が し、外部 を
得た で まれており、学術研究としての も大きい。特

は、 部によるオリジナル企画として、学際的・国際的なジェンダ
ー研究の成果を に う を している。 は、国内外から

された日本 もしくは の で、国際的に活 する研究者によ
る外部 査を て 用された の高い である。 も 年ジェンダ
ー関 で注目された をジェンダー研究および の研究者
が しており、 新のジェンダー研究の動 を すものである。

ジェンダー研究 25 （2022 7 ）概要

「ジェンダーの 点 術 研究の 」
ジェンダー研究 2 は、「ジェンダーの に基 く 術 研究の 在」を特 した。本特 は、

日本でジェンダーの から 術 研究を している の研究者による研究 本に え、特
としてこの特 の元となった の IGS シンポジウムのコ ン ーターであった のコ

ント原 と、 術 学研究をリー するロン ン大学のタ ール・ ー 教 の の 本で構成
されており、ジェンダー に基 いた 術 研究の 在 が された。 
 研究 本目の は、「 社会の におけるジェンダー 術 的方 の導
日本の 海女 の を に」と され、あえて 術 ではなく にある海女についての を対

とし、その のあり方にジェンダー 術 的方 を 用し、 的な とあ せて み解いた
考である。 の海女のイ ージは社会が する ロスと シ ムを えた他者とし

ての ／ 上の海女であることが されている。2 本目の中 は、「 ロスの 学 0
0 年 の 日本の 術」と され、 0 0 年 に で 間解 の思 として流行した「 ロス」

の日本および日本 の ー ストの を 考 し、 的な やパフ ー ンスを して
女で「 ロス」に関する解 や が なっていたことを 得的に考 した 考である。3 本目の

は、「 ダ ムと 女 術 ロ イン・ ルックスの フ ック・ ダ ム」と され、
20 にフランスで活 した リ 女 画 であるロ イン・ ルックスの 画 を す
る。 の 系を に み えながら、 女が みた フ ック・ ダ ムの について

じられている。 本目の 原 は、「 下を きた女 画 と  ⻑⾕ 子・⾕ ・
新 子」と し、 下で活 した女 画 3 を り上げている。3 はそれ れ活動 も
に対する考え方も なっていたが、女であると に画 であることへの を えていた で共 し
ていた。 女たちの活動や を し、ジェンダーの から い した 考である。 
 特 の 2 本の 考のうち は、本特 の元となった IGS シンポジウム の の報告に
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対する コ ントである。 の にもなっており、 の 術 学のナラ を す
と、この方 に することでどのような が かれるのかという展 が られている。タ ー

ル は、20 年 にお茶の水女子大学で開催された 術 学会 催の 会 の報告原 の
である。 フリ で、 在ロン ン大学 の 術 学の教 であるタ ール・ ー はこ
の を する研究者である。 の女 ラ ン、コンスタンス・ス ートによる第
次 大 後のフランスで られた対 協力者の女 の を精 に考 し、 い がなされて
いる。今 の特 の特徴は、す ての で や が プシ ンとともに されている であ
る。実際の や をじっくりと めながら、 考で展開されるスリリングなフェミ ム的 解
やジェンダー による解 に れることができる らしい特 になったと している。 
 続く一 のセクシ ンでは、 本を することができた。い れも な 査を て

となったもので、後 の目次から らかなように、セクシ リ 、 、 、ク 的 解とい
った い からの となった。 
 また は、 ⾕ 、 上 、 . . 、 、 、 、 さくら、
関 子、 、 、 子、 、 子、 子、 ・ 子、

、 の によって された 本の を収 した。い れも 学・社会 学
の いフェミ ム、ジェンダー研究の をいく を し、 いただいた。 
 今 も な によって のジェンダー研究の が される となった。 
 

ジジェェンンダダーー研研究究 22 （（22002222 年年 刊刊行行）） 員員会会 
員員⻑⻑  

申      お茶の水女子大学ジェンダー研究所 
員員  

     お茶の水女子大学基 研究 学系 
水       お茶の水女子大学基 研究 間 学系 

      お茶の水女子大学基 研究 ・ 用 学系 
 一    お茶の水女子大学基 研究 間 学系 

大      お茶の水女子大学ジェンダー研究所 
 ミナ子   お茶の水女子大学基 研究 間 学系 
      お茶の水女子大学基 研究 間 学系 

学学外外 員員  
 まり    上 大学 学部 
      大学 学部 

原      大 大学 学研究  
     専 大学 学部  

     ース ロライナ大学 
  S    デ ース ルグ・ ッセン大学 

事事務務   
 子    お茶の水女子大学ジェンダー研究所（2022 年 3 まで） 
    お茶の水女子大学ジェンダー研究所（2022 年 3 まで） 

本 新     お茶の水女子大学ジェンダー研究所（2022 年 から） 
      お茶の水女子大学ジェンダー研究所（2022 年 から） 

和  容子    お茶の水女子大学ジェンダー研究所  
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ジェンダー研究 25 （2022 7 ）目  

ののこことと   申  
   

特特 ジジェェンンダダーーのの にに基基 くく 術術 研研究究のの 在在 
研研究究   

社会の におけるジェンダー 術 的方 の導 日本の 海女 の を に  子 
ロスの 学 1 年 の「日本の」 術  中  
ダ ムと「女 」 術 ロ イン・ ルックスの フ ック・ ダ ム   

下を きた女 画 と ⻑⾕ 子・⾕ ・新 子  原  
特特   
ジェンダー が く 術 ・イ ージ研究の 報告への   
コンスタンス・ス ートの 女 と の 余 
／  S        タ ール・ ー （内 子 ） 

  
共 における「交 」 念の と 理 的 みと 的実践という から  高  

ーシ ン的な としての 当  
対 的な「 次元」へのセクシ リ に関する理 的考    

「 のまえ」に れる コーネルとバトラーの基本 念の 的 合をもとに  ⻑ 一 
ることと り すこと 力とトラウ をめ る イデン に関する考   上  

中国本 におけるインデ ンデント・ク 画 の 構築 新しい を用いて   
  

シンシ ・ ンロー ⼾ 果
バナナ・ ー ・ 事基 国際 をジェンダーで み解く .................................................................... ⾕

o e o e u e e e De o ............................................................................ 上

o s ue e e s oo ..................................................................................................   . .

oe e o u o e e e u e e ese e e ...............................................................................  
後 と復 の「 」 下 復 を めた の と ...........................................................

中 新社
ラ の 者 と日本社会 ........................................................................................................................  

元
の と の 理を して考える 的 ................................................................ さくら

中 子
ール ・ デ ・スタデ ー ........................................................................................................................関 子

⾕ 子 関 大学 部
育会系女子 のポリ クス ・ジェンダー・セクシ リ .....................................................

日下 ／ ／ ／ 子
ジ と「 」の 的 者をめ って が れているのか ..............................................
 ／ ／橌 ／ルイン 申 ・ イスル 大

の 学 コリ ・フェミ ムの ....................................................................................... 子

o e e s e es o e e u o e u D e e .........................................  
パトリシ ・ ル・コリン ／スル ・ ル 原理 ／下 ロー ンス

インターセクシ ナリ ....................................................................................................................................... 子
一

日本の 当事者 の りから ................................................................................................................ 子
ム・ジ 大

はたいてい 意のない がする えない に くための 1 ............................................... ・ 子
子 新社

発する 女 .......................................................................................................................................................
社

の 理と ンパワ ント .......................................................................................................................................
後  
方 ・ 規定 
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）プロジェクト報告 IGS  S  による成果刊行 
ジェンダー研究所では、開催したシンポジウムやセミナーでの ・報告内容の や、特 教
プロジェクトの成果をまとめた報告 として、 を刊行している。 年度は、「
ジ におけるジェンダーと 」 1（ ） におけるジェンダークオ

ータ の をした。

「 ジ におけるジェンダーと 」 1

におけるジェンダークオータ
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